
「
ご
挨
拶
」

PT  A広報

P
T
A

会
長
佐
藤
晃

嘉

新
し
い
年
を
迎
え
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
学
校

で
は
梅
の
花
が
咲
き
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
気
に
な
る

季
節
に
な
り
ま
し
た

。

子
供
達
は
、
進
級

・

進
学

を
控
え
て
、
一
年
間
の
学
習
の
ま
と
め
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
小
学
生
に
な
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い
勉

強
し
よ
う
、
新
し
い
学
年
に
な
っ
た
ら
友
達
を
た

く
さ
ん
つ
く
ろ
う
、
中

学
生
に
な
っ
た
ら
部
活
動

を
が
ん
ば
ろ
う
、
な
ど
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
胸
に
、
入
学

・

進
級

・

進
学
に
期
待
を
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
期
待
が
実
現
す
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の

成
長
す
る
姿
を
暖
か
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
一
時
的
な

避
難
や
生
活
支
援
物
資
配
給
の
た
め
の
拠
点
（
避

難
所
）
が
学
校
に
開
設
さ
れ
ま
す

。

地
域
住
民
の

方
々
や
行
政
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
災

害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
の
ル

l

ル
作
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
進
捗
状
況
は
学
校
ホ

l

ム
。

へ
l

ジ
に

て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

。

東
日
本
大
震
災
か
ら
四

年
に
な
り
ま
す
。
あ
の
瞬
間
、
誰
も
が
家
族
や
知

人
の
安
否
を
気
遣
い
、
徐
々
に
判
明
し
て
い
く
事

態
の
深
刻
さ
に
、
大
き
な
不
安
を
抱
か
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

大
震
災
を
記
憶
に
留
め
、

常
日
頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る
心
掛
け
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
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A

会
長
・
校
長
挨
拶
／
書
き
初
め
大
会

音
楽
会
①

音
楽
会
①

授
業
公
開
／
生
活
リ
ズ
ム
向
上
公
開
講
座

五
年
生
ウ
イ
ン
タ

ー

ス
ク
ト
ル

六
年
生
を
送
る
会
／
編
集
後
記

5 4 6 

「
共
に
歩
む
」

校
長
山
下
靖
雄

一
年
間
様
々
な
形
で
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
今
年
度
の
教
育
活
動
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
わ
ず
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
参
り
ま
し
た

。

さ
て
、
先
日
行
わ
れ
た
研
究
発
表
会
の
講
演
会

で
元
全
日

本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表

・

大
山

加

奈
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た

。

大
山
さ
ん
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
も
ち

な
が
ら
も
、
運
動
は
苦
手
な
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
子
が
全
日
本
の
エ
1
ス
に
ま
で
な
れ
た
の

は
、
周
り
の
「
大
人
が
真
剣
に

向

き
合
っ
て
く
れ

た
か
ら
だ
。

」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

子

供
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
共
に
考
え
て
く
れ

る
大
人
が
傍
ら
に
い
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
本
校
の
今
年
度
の
体
育
指
導
の
大

き
な
手
立
て
の

一
つ
は
『
教
師
の
共
感
的
な
か
か

わ
り

』
で
し
た
。
こ
の
共
感
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は

可
能
性
の
芽
が
た
く
さ
ん
芽
吹
い
て
い
ま
す

。

次

年
度
も

P
T
A

の
皆
さ
ん
の
活
動
が
、
多
く
の
子

供
た
ち
の
可
能
性
を
芽
吹
か
せ
る
活
動
に
な
る
こ

と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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平
成
二

十
七
年
一
月

十
三
、
十
四
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
毎
年
恒
例
の
校
内
書
初
め
大
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

。

冬
休
み
の
課
題
で

取
り
組
ん
だ
書
初
め
の
課
題
を
、

一
、
二
年

生
は
各
教
室
で
硬
筆
に
勤
し
み
、
三

1

六
年

生
は
新
年
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
琴
の
音

が
流
れ
る
体
育
館
で
毛
筆
に
勤
し
み
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は

、

先
生
方
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
姿
勢
を
た
だ
し
、

一
文
字
一
文
字
丁

寧
に
書
き
初
め
て
い
ま
し
た
。

品
供
向
ふ
る
、
初
め
大
会

五
年

六
年

課
題

年

お
正
月
の
朝

う
れ
し
い
お
正
月

た
か
い
山

美
し
い
空

新
春
の
光

夢
の
実
現

年
二
年

四
年
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音楽会 」

に府内
1 1 月 2 8 日（児童鑑賞日）

1 1 月 2 9 日（保護者鑑賞 日）

1 1 月 28 、 29 日の2 日間にわたり、西葛西小学校体育館にて平成 26年度音楽会が開催されました。

当日は小雨が降る中でしたが、多くの皆さまにご来場いただ、きました。 子供たちは音楽会の衣装をまとい、

それぞれの担当を務め、 一つの作品として演奏することができました。 音楽会を締めくくる6年生の演奏で

は「Let It Go～ありのままで～J をリコーダー奏し、息のあった音色に観客から拍手喝さいが沸き起こりま

した。 とても素敵な音楽会になりました。

1 年生

合奏「きらきら星変奏曲 J

歌唱「日本の歌四季の歌」

歌唱「天まで駆けるよ」

3年生

リコーダー奏「朝の散歩道』

歌唱「Keep Smiling ！」

歌唱「夢色マシーン」

2年生

音楽物語『スイミー」
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4 年生

リコーダー奏「ひこうき雲」

合唱「鳥になってJ

合奏「千本桜』

/ 
5 年生

リコーダー奏「情熱大陸～メインテ

ーマ～』

合唱「君の笑顔が好きだから」

合奏「アフリカン・シンフォニー」

6 年生

リコーダー奏『Let It Go 

～ありのままで～』

合唱『地球星歌～笑顔の

ために～』

合奏『レイダース・マーチ」

全員合唱 P 「つばさをください」
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1月 23 日（金）、本校は教育課題実践推進校の研究発表を行いまし

た。
Ji: 

授業公開・説明会

1 月

向

当日は、全校運動遊び「わくわくタイム」と、 1年から6年まで全て
23 日

の学年で授業を行い、多くの皆さまにご参観いただきました。なお、
＼』J

当日の運営に際しまして、多くの保護者の皆さまにご協力いただき

ました。この場をお借りして御礼申し上げます。

6年1組佐藤先生

講
演

「
運
動
好
き
の
子
ど
も

わくわくタイム

研究発表

生
活
リ
ズ
ム
向
上
公
開
講
座

二
月
二
十

日
（
土
）
に
学
校
公
開
及

び

生
活
リ
ズ
ム
向
上
公
開
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

三
時

間

目
に
講
師
、

N
P

O

日
本

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー

協
会

・

大
山

典

子
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
食
育
講
座
」
の
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

食
生
活
を
見

直
す
良
い
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。j

u
p
j
 

ぷ
グ
ゲ
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事隼生
ウインタースクール

2 月 2 日（月）～ 2 月 5 日（木）

雪いっぱい、思い出いっぱいの 3 泊 4 日 。 5 年生は猪苗

代湖にほど近い国立磐梯青少年交流の家を拠点に雪国体験

をしてきました。初めてのスキー。 初めてのサラサラの雪。

初めて履いたスノーシュー。 初めてのフカフカ雪へのジャ

ンプ。氷点下の世界で見たリアルな雪の結晶。雪合戦に雪

像作り 。 愛くるしい動きをする民芸品の赤ベこ作り 。 やる

ことは目白押し。 都会では味わうことのできない充実した

体験学習となりました。たくさんの思い出を胸に、全員無

事に帰路につきました 。 5 年主任石井先生

百人一首大会 ス キー教室

雪遊び

日程表

1 日呂：学校出発→宿舎到着

雪遊び・百人一首大会

2 日目：スキー教室

3 日目：スノ｝シュ一体験、雪

像・かまくら作り、赤べこ作り

4 日目 ： 鶴ヶ城見学、おみやげ

購入、福島出発→学校到着

鶴 ヶ 城見学

赤べこ作り
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6年生を送る雲寺
2月 24 日体育館にて、全員合唱 「たんぽぽJ から始

まった 6 年生を送る会。 各学年、趣向をこらした出し物

により 6年生への感謝の気持ちを伝えました。

6 年生は合奏「with youJ でお返しをし、最後は

下級生によるアーチを くくやって退場。温かい心のこもっ

た会となりました。

匂

表
一

〕
一
発

一

一
の

一

一生
一

一校
一

一在
一

[6 年生退場r 6 年生による合奏

1 6 - 1 佐藤先生 ｜

I 6-3加藤先生｜

[ 6-2鈴木先生
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fl 6 年生の皆さんへ贈る言葉

交交編集後記カカ

今回の「し、ちょう 108号J では 3 年に一度の音楽会がありました。 各学年が一丸となり

作り上げた合唱や合奏を通じ子どもたちの成長を感じ、楽しく取材することができました。

今回で今年度最後の「し、ちょう 」 となります。 先生方、 P T Aの皆さまをはじめ、ご協

力いただいた皆さま、心より感謝し、たします。 ありがとうございました。 広報委員一同


